
第７回牛久市歯科医師会理事会報告書 
庶務 宮崎善久 

 

 

日 時：平成 20 年 11 月 10 日  19 時 30 分～21 時 45 分 

場 所：牛久保健センター小会議室にて 

出席者：大字、中澤、秋山、飯島、星野、深澤、川崎、兼久、宮崎、（敬称略） 

 

 

協議事項 
１．歯周疾患検診の実施状況および次年度計画について。（健康管理課 担当者） 

・平成 20 年度状況について、 

受診率は 9 月末現在にて 3.1％でした。また、未受診者通知を出したら返答がしっかりもど

ってきましたので今後が期待できます。予想される低受診の理由は、歯科検診に対する関

心が低い。歯科医院へ行きたくない。検診にメリットを感じない等が考えられます。 

・平成 21 年度実施案について 

目標受診率は８％にて、30 歳と 80 歳を追加したい予定です。実施期間は、5 月の中旬から

3 月の上旬に変更になります。周知方法は、5 月上旬に全対象者に一斉郵送。受診券を緑色

にして今年度との混同を避ける予定です。 

・検討事項 

検診に参加した市民に行って良かった感を持ってもらえるには何かないかなとの検討がな

され、検診事業へ歯牙研磨等の特典があったらよいのではとの話合いが行われました。ま

た、検診に行った市民が爽快感が得られるならば、健康管理課も PR をしやすいとの意見が

だされていました。 

最終的には東海村における検診受診率が 10％も参加している結果を参考にて、内容の違い

を分析していきながら患者さんたちに「歯の無い老後と歯のある老後」の違いをアピール

する簡単な文書のような物が作成できたらよいのではとの検討がなされました。 

・その他 

母子保健においての 1 歳 6 ヶ月検診と 3 歳児検診においては全ての対象者の牛久市民が来

る。その時に同伴されるお母さんお父さん達を教育する事が大切な事ではないか。20 台 30

台の若いお母さん達は自分の健康にはあまり興味を示さないが子供の健康については熱心

なので、この機会を啓蒙運動へ繋げてゆき、かかりつけの歯科医院をもってもらうように

してはどうか。この時の教育が将来の歯周疾患検診へもつながるのではないか。 

 

２．うしく健康まつりの報告及び次年度の事業案について。（深澤先生より） 

・詳細は深澤先生より事後報告ファックスが配信されます。 

 

３．総会（忘年会）の協議事項について 

・牛久市歯科医師会互助会規定は来年度に行う事に決定しました。 

・日程は、12 月 13 日（土曜日）午後 6 時 30 分より金太郎にて行います。 

 

４．来年度の役員人事について 

・来年度の牛久市歯科医師会理事の変更があります。（予定者は宮崎、星野先生、深澤先生） 

 

５．衆議院選挙応援依頼への対応について 

・各地区にての忘年会にて自民党衆議院議員の応援宜しくとの事（歯科医師会政治連盟より）理事

会の話合いの結果、拒否するよりは柔軟な対応をしてはいかがかととの意見もあり受諾する事に

なりました。しかし、今回は石井みどり先生のような歯科医師会としての動員、応援協力はしな

いこととなりましたので、投票は個人個人の立場にてお願い致します。 

 

６．その他 

○ 歯周疾患検診の受診率が上がりません。申し込みがあった場合は出来るだけ受けるようお願

いします。 



○ 治療終了直後、または現在治療中の患者さんは「2 月に検診に来たとき使ってください」の

ひと言を！ 

○ 成人歯科検診に来た患者さんを継続して治療する場合は初診料の算定が出来ません。ご注意

下さい！ 

○ 来年度牛久歯科医師会入会予定にてひたちの牛久にて開業予定の土井先生が理事会でご挨拶

されました。出身大学は日本大学松戸歯学部の 25 期生で、年齢は 31 歳です。35 人目の牛久

歯科医師会員として参加されますので宜しくお願い致します。 


